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チュニジア：ユニークな銀行ローンの仕組みによって 

ルーフトップ太陽光の導入が進展1 
 

新エネルギー・国際協力支援ユニット 

新エネルギーグループ 

 

 
太陽光資源に恵まれているチュニジア2は 2009年、「チュニジア太陽エネルギー計画」

を立ち上げ、2020年までに 540MWの太陽光発電と 250MWの太陽熱発電を導入する目標

を設定した。この目標を達成するために、大型の太陽光・太陽熱プロジェクト3がいくつも

検討されてきたが未だ実現していない。 

 

このような状況下、導入規模は小さいものの、銀行から借りた PV設置費用の返済を電

力・ガス公社への電力料金の支払いを通して行うというユニークな銀行ローンの仕組みに

よって、近年、ルーフトップ PVの導入が着実に進展し始めている。 

 

銀行ローンの仕組みは以下の通りである。銀行からのローンでルーフトップ PVを設置し

た住居の所有者は、ルーフトップ PVの発電量だけ電力・ガス公社への電力支払い料金が減

るが、ローンの返済が終了するまでは減額分も含めた元のレベルの電力料金を電力・ガス

公社へ支払い、減額分が電力・ガス公社を通して銀行へのローンの返済にあてられる。 

 

ルーフトップ PVの設置者は設置費用を負担する必要がない。また、設置者はローンの支

払いが終ればその後の電力料金は PV発電量分だけ安くなる。銀行にとっては、電力・ガス

公社が間に入る仕組みによって、ローンの返済が確実になる。また、銀行は貸し倒れのリ

スクが減るので、通常よりも低い利子で貸し付けることができ、ルーフトップ PVローンの

貸出先を増やすことができる。更に、銀行からの貸付金は、実際は PVの設置者ではなくル

ーフトップ PV設置業者に渡されるように設定されており、設置業者の育成も図られる4。 

 

このような銀行ローンの仕組みを取り入れたルーフトップ PVプログラム（Prosol Elect）

は 2010年に開始され、ルーフトップ PV 導入件数は 139（2010年）から 1,643（2013年）

へ、導入量は 257KW（2010年）から 3,994KW（2013年）へと大きく増加し、累積導入
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量は 7,900KWに達している。また、132社にも上る多くの PV設置業者が育ち、また、PV

モジュールの組み立て事業者（3社）も生まれている。 

 

この銀行ローンの仕組みによって今後もルーフトップ PVの設置が増加すると見込まれ

ている。更には、近隣諸国にもこの銀行ローンの仕組みが取り入れられ、ルーフトップ PV

の導入が始まることが期待されている。 
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